
《ご意見と返答について》

Q.音楽会の動画を上映されていたのを全く知りませんでした。もう一度見せてもらえないでしょうか。

Q.地区安全委員会について、今年度から各自治会でボランティアで連絡係を出すということでしたが、

自治会によって対応が様々で戸惑いました。自分の自治会は結局膳所小の保護者が連絡係をやるこ

とに決まり、以前と変わりありません。地区安全委員会の今後の活動を引き続き見直していけたら、

と思います。地域との連携もあるので簡単に物事が進まないことは想像にかたくないのですが...。

Q.今年度の事業計画が例年と比較してどう違うのかなど、具体的なことが分かりづらく感じました。

Q.PTA活動ありがとうございます。会費および予算案について、繰越金が沢山ありますが年額3000円

は必要でしょうか??

Q.今年度より、卒業記念品の証書ホルダーと胸花を廃止となっていますが、卒業する子供たちには、

卒業生らしく華やかにしてあげたいし、幼稚園や保育園とは違って、記憶に残る卒業式になると思

うので、緊張して受け取った証書も大事にホルダーに入れて、持ち帰ってもらいたいという思いが

あります。PTA会員と非会員があって、個人に還元するものをなくす思いは理解できますが、何か

方法はないか?と考えてしまいます。卒業生に証書ホルダーと胸花をプレゼントしたい!と、非会員

の方にも賛同してもらえるような記念品募金を実施し、お金を集めて、不足分はPTAの予算から出

すと言うのはダメでしょうか?予備費は200万円以上あります。コロナでたくさん制限された子供た

ちに、思い出&記念となる卒業式を迎えてほしいと親は思います。すみませんが、1人の会員の意見

として、検討頂ければと思いました。よろしくお願い致します。

A.資源回収会計の繰入等の特別要素はありますが、概ね収支均衡はとれると

判断します。しかしながら改革中ということもあり、任意制による会員数

の減少や業務整理による事業の整理など不確定要素が多く、今後の動向は

予断を許しません。そのため、会費額改定の判断は難しく、今年度は現状

維持としています。ご理解ください。

A.卒業記念品等は学校諸経費等で対応して頂けることとなり、今年度もホル

ダーと胸花は全卒業生に贈られる予定です。卒業生へのはなむけとしてPTA

会費からは式全体を飾る贈花を考えています。

A.学校と相談し、機会を設けるよう検討します。

A.ご意見ありがとうございます。参考といたします。

A.コロナ禍及び改革中につき毎年内容が大きく異なります。昨年度の事業計

画については、ホームページに掲載している昨年度の定期総会資料をご覧

ください。紙ベースでの閲覧を希望される場合はご相談ください。



Q.PTAに入らなくても子どもへは一律対等にしてくださってると思いますが、 子供の為とはいえ、メ

リットを感じられない状態で一部の保護者がいつまでも会費を払うでしょうか?そんな中、予算案

で収入に会費が勿論含まれていますが、来年以降もそれでやっていけるのかが甚だ疑問です。それ

から、広報誌は年3回必要ですか?ホームページで掲載して貰えれば発行費も浮きますし、いつでも

閲覧できるので便利ではないでしょうか?保護者カードも発行はしていますが、着けずに登下校に

参加する保護者も多いように思えます。作っても無駄になるようでしたら考えものですし、非会員、

会員問わず必ず着けることを再徹底していただきたいです。

Q.第6号議案の〈予算のポイント〉2行目の“卒業記念品のうち、個人に渡す音楽会CD、証書ホルダー、

胸花などについては今年度から廃止”の所に反対します。特に音楽会CDは息子も欲しがっています。

◇ 活動スローガン 大変素敵だと思います

◇ いつも運営ありがとうございます。

◇ 役員の皆様、コロナ禍で大変な時にも関わらず、お疲れ様です。

◇ いつもありがとうございます。

◇ 特に第3号議案の活動スローガンに強く賛同します。

◇ LINEを利用した取り組みは参加しやすいものでした。ありがとうございました。

◇ 入学式では写真撮影手伝って下さり、ありがとうございました。

A.予算は単年度編成でその年に応じた事業案を計画し、毎年定期総会で議決

します。広報誌については昨年度、コロナ禍で学校の様子が分かりにくい

との意見が数多く寄せられました。PTA広報として、学校の様子をより詳し

く知って頂くために学期ごとにお届けできたらと考え、今年度も年3回の発

行としています。広報誌は子ども達にも手に取って見やすく、地域の方に

も学校の様子を知っていただける大切なツールだと考えております。HPで

の掲載等も以前から検討はしておりますが、今後もしばらくは紙ベースで

の配布となることをご理解いただけると幸いです。その他ご意見として拝

聴します。

A.音楽会のCDはCDボランティアの方々が主体となり、昨年度までPTAはCD代を

補助するという形で関わっていました。今後、CDボランティアの在り方に

ついて活動してくださる方々と共に検討して参ります。PTAとしてCDの実費

負担はなくなりますが、今後何らかの支援はしていきたいと考えています。

A.感謝また応援のお言葉、ありがとうございます。

今後も会員の皆さまが参加しやすい形を検討して参ります。


